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農
地
の
利
用
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
や
、わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、お
早
め
に
地
域
の
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委

員
会
事
務
局
、各
支
所
産
業
経
済
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

適
切
な
管
理
で
、大
切
な
農
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

  再生可能農地は利用意向を調査
　再生可能農地の所有者等には、11月から1月に利用意向調査を行いました。

　調査の結果、8.5haは農地中間管理機構への貸付を希望、8.5haは自分で耕作する又は

賃貸借や売却の相手を探す、などの回答がありました。一方、回答のないものが5.0haあり

ます。

　農地中間管理機構の借り入れ基準に適合する農地について、利用意向調査に回答しな

い場合、農業上の利用をする意思のない場合等は、「農地中間管理機構との協議の勧告」

が行われ、固定資産税が1.8倍となります。自ら耕作する、賃貸借や売却の相手を探すと

回答のあった農地についても、30年度の農地パトロールで利用状況を確認し、その結果

適切に管理されていない場合等も同様に勧告されることがあります。

  再生困難農地のうち50.4haを非農地判断
　再生困難農地のうち50.4ha（417筆）について、2月27日開催の第30回農業委員会総会

で非農地判断を行いました。非農地と判断した土地については、所有者に非農地通知書

を送付するとともに、市、県、法務局などの関係機関にも通知します。この判断と通知に

より、農地台帳の農地から除外され、固定資産税の評価も変更となります。なお、登記地

目を変更するには、本人による登記申請が必要ですので、送付した非農地通知書と登記

申請書を使って法務局で手続きを行ってください。

平
成
29
年
度

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
結
果

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
を

年度
調　査

荒廃農地
転用・適用外

等

解消

再生可能農地 再生困難農地
改善

（再開・保全管理）

筆数 面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数 面積

Ｈ 26 2,612 328 745 89 880 116 79 8 908 115

Ｈ 27 2,471 324 183 22 1,121 136 133 9 1,034 157

Ｈ 28 2,977 400 173 28 1,158 155 106 7 1,540 209

Ｈ 29 3,013 377 192 24 924 115 438 60 1,459 178

（面積：ha）

勧
告
さ
れ
た
農
地
は
課
税
強
化
さ
れ
ま
す

　

29
年
度
も
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防

止
・
解
消
、違
反
転
用
の
発
生
防
止
・
早
期
発
見
を

目
的
に
７
月
11
日
か
ら
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。
延
べ
42
日
間
で
３
、０
１
３
筆
、３
７
７

ha
を
確
認
し
、
再
開
・
保
全
管
理
に
よ
り
改
善
さ

れ
た
農
地
が
１
７
８
ha
、簡
易
な
作
業
で
耕
作
管

理
が
可
能
と
判
断
し
た
農
地
（
再
生
可
能
農
地
）

が
２
４
ha
、す
で
に
山
林
・
原
野
化
し
て
い
て
農
地

へ
の
復
元
が
困
難
と
判
断
し
た
農
地
（
再
生
困
難

農
地
）
が
１
１
５
ha
と
な
り
ま
し
た
。
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地域農業の課題をともに考える

■
委
員
　
い
わ
て
平
泉
農
業
協
同
組
合
で
取
り

組
ん
で
い
る
受
精
卵
移
植
事
業
に
つ
い
て
、
管
内

で
採
卵
か
ら
移
植
ま
で
完
結
す
る
こ
の
事
業
は
、

畜
産
農
家
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も

の
の
、
技
術
者
の
後
継
問
題
が
不
安
視
さ
れ
て
い

る
。
市
と
し
て
も
後
継
技
術
者
の
育
成
と
事
業
の

継
承
に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

■
市
　 

農
業
の
中
で
も
特
に
畜
産
が
大
変
な
時

期
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。
地
球
の
時

間
・
距
離
が
縮
ま
っ
て
い
く
な
か
で
、
全
世
界
的

な
動
向
を
見
な
が
ら
対
策
を
練
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
畜
産
に
限
ら
ず
一
関
の
農
業
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
ど
の
よ
う
に
高
め
て
い
く
か
考
え
て
い
る
。

■
委
員
　
中
山
間
地
域
は
、
厳
し
い
立
地
条
件

や
、
農
家
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、
山
間
部
で

の
鳥
獣
被
害
の
拡
大
な
ど
、
難
題
が
多
い
。
中
山

間
地
域
直
接
支
払
制
度
の
助
成
に
よ
り
な
ん
と
か

農
地
を
管
理
し
て
い
る
が
、
今
後
、
耕
作
放
棄
地

の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

■
市
　
今
の
ま
ま
で
は
先
細
り
で
あ
り
、
何
か
手

を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
危
機
感
は
誰

も
が
持
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
と
農
業
の
接
点
を
見

出
し
、
例
え
ば
新
規
作
物
を
栽
培
し
て
中
央
キ
ャ

ン
パ
ス
の
大
規
模
な
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
供
給
す
る
こ

と
な
ど
を
考
え
て
い
る
。
生
産
、
加
工
、
流
通
の
一

連
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ
、
若
い
人
た
ち
に

も
自
分
た
ち
の
地
域
や
農
業
を
考
え
、
地
域
に
定

着
し
て
も
ら
え
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
。

■
委
員
　
農
作
物
へ
の
鳥
獣
被
害
が
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
原
因
は
、
人
間
と
獣
の
境
界
線

だ
っ
た
里
山
が
荒
れ
て
き
た
こ
と
で
は
な
い
か
。

間
伐
材
の
利
用
方
法
と
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

市
の
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

■
市
　
市
は
県
内
で
初
め
て
バ
イ
オ
マ
ス
都
市
構

想
の
国
の
認
定
を
受
け
た
。
間
伐
材
を
含
め
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
原
料
と
な
る
も
の
は
徹
底
的
に
有
効

利
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
間
伐
材
に
つ

い
て
は
、
山
の
中
に
放
置
さ
れ
て
い
た
も
の
を
回

収
す
る
シ
ス
テ
ム
が
動
き
出
し
、
30

名
以
上
が
活

動
し
て
い
る
。
回
収
し
た
木
材
は
市
内
の
工
場
で

チ
ッ
プ
化
し
て
製
品
と
し
て
活
用
す
る
。
新
し
く

で
き
る
千
厩
地
域
の
統
合
小
学
校
は
暖
房
に
木
材

チ
ッ
プ
を
使
う
予
定
。
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ん
で

動
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
雇
用
の
場
が
生
ま
れ
る
な

ど
の
波
及
効
果
が
出
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
は
平
成
25

年
度
を
ピ
ー
ク

に
減
っ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
深
刻
な
問
題
で

あ
る
。
ク
マ
の
出
没
に
つ
い
て
は
人
命
に
関
わ
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
猟
友
会
の
体
制
強
化
の
た
め
、
狩
猟
免

許
取
得
に
市
独
自
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

■
委
員
　
赤
荻
の
元
県
立
農
業
高
校
実
習
地
を

活
用
し
て
新
規
就
農
研
修
施
設
を
整
備
し
て
は
ど

う
か
。
県
外
研
修
で
視
察
し
た
秋
田
県
大
仙
市
で

は
、
市
が
運
営
す
る
施
設
で
実
践
的
な
研
修
を
実

施
し
、
新
規
就
農
の
実
績
を
上
げ
て
お
り
、
冬
季

の
農
業
技
術
研
修
も
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
即
戦
力
の
就
農
者
を
育
成
す
る
た
め
、
ま

た
、
野
菜
の
周
年
栽
培
を
確
立
す
る
た
め
に
必
要

と
思
う
。

■
市
　
新
し
い
施
設
を
持
つ
こ
と
は
難
し
い
が
、

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
制
度
は
当
市
に
も
あ
り
、

新
規
学
卒
者
へ
の
就
農
支
援
事
業
で
は
、
い
わ
て

平
泉
農
業
協
同
組
合
で
の
雇
用
と
栽
培
農
家
で
の

実
地
研
修
を
併
せ
て
行
っ
て
い
る
。
29

年
度
も
５

名
が
研
修
を
受
け
て
お
り
、
就
農
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
具
体
的
な
計
画
に
は
な
っ
て
い
な

い
が
、
就
農
に
限
定
せ
ず
、
も
っ
と
複
合
的
な
機

能
を
も
っ
た
施
設
と
し
て
、
鹿
児
島
の
観
光
農
業

公
園
の
よ
う
な
も
の
を
一
関
ス
タ
イ
ル
で
で
き
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

■
委
員
　
水
稲
の
直
播
栽
培
に
つ
い
て
、岩
手
県
は

普
及
率
が
悪
く
実
績
も
な
い
。県
と
し
て
積
極
的
に

技
術
の
拡
大
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
て
ほ
し
い
。

■
市
　
低
コ
ス
ト
生
産
が
欠
か
せ
な
い
今
後
の
水

田
農
業
の
た
め
に
も
直
播
栽
培
は
有
効
で
あ
る
。

県
で
は
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
お
く
た
ま
農

産
を
視
察
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
今
後
全
県
下
に

推
進
し
て
行
く
の
で
は
な
い
か
。

■
委
員
　
集
落
営
農
組
織
か
ら
の
法
人
化
に
あ
た

り
、
法
人
の
設
立
ま
で
だ
け
で
は
な
く
、
設
立
後

の
運
営
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
の
応
援
を
お
願
い

し
た
い
。

■
市
　
法
人
化
し
た
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ

い
て
は
国
で
も
重
要
視
し
て
お
り
、
県
、
市
と
し

て
も
当
然
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

■
委
員
　
市
内
の
産
直
組
織
に
つ
い
て
早
い
時
期

に
協
議
会
を
つ
く
り
、
意
見
交
換
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
定
年
帰
農
や
新
規
就
農
の

方
々
を
産
直
組
織
に
誘
導
し
て
も
ら
い
た
い
。

■
委
員
　
農
家
の
低
迷
の
一
番
の
要
因
は
、
農

産
物
の
価
格
が
安
い
こ
と
だ
と
思
う
。
一
関
ブ
ラ

ン
ド
が
も
う
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
の
話
だ
っ
た

の
で
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
価
格
向
上
の
た
め

に
、
ぜ
ひ
市
長
に
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

一
関
市
の
農
業
振
興
に
向
け
て
、
市
長
、

農
林
部
職
員
と
農
業
委
員
が
一
堂
に
会
し
、

農
政
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
農
林
部
長
か
ら
、
当
委
員
会
が
平

成
29
年
11
月
６
日
に
市
長
へ
提
出
し
た
「
農

政
課
題
に
か
か
る
意
見
書
」
に
対
し
て
、
市

の
施
策
の
現
状
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
談
で
は
、

農
業
委
員
か
ら
農
業
者
の
声
や
地
域
の
課
題

な
ど
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
、
市
か
ら
は
市

長
の
考
え
や
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
と
市

側
か
ら
の
回
答
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

平
成
30
年
１
月
19
日
ユ
ー
ド
ー
ム
会
議
室

市
長
と
農
業
委
員
と
の

農
政
懇
談
会
開
催



　

農
業
委
員
会
で
は
、平
成
30
年
度
農
作
業
標
準
賃

金
を
別
紙
の
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

標
準
賃
金
表
は
、目
安
を
定
め
た
も
の
で
す
。
実
際

に
作
業
料
金
を
決
め
る
際
は
、地
域
の
事
情
や
ほ
場
の

条
件
を
勘
案
し
、
委
託
者
と
受
託
者
で
充
分
に
話
し

合
っ
て
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
作
業
標
準
賃
金
の
決
定
に
あ
た
り
、
２
月
１
日
に
農

家
の
代
表
者
、
農
業
関
係
団
体
等
、
農
業
委
員
会
農
政
専

門
正
副
委
員
長
で
構
成
す
る
農
作
業
標
準
賃
金
審
議
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
人
力
の
部
に
つ
い
て

は
据
え
置
き
が
妥
当
と
意
見
集
約
さ
れ
ま
し
た
。
機
械
の

部
に
つ
い
て
は
、
据
え
置
き
を
基
本
と
す
る
が
、
近
隣
市

町
と
比
較
し
て
特
に
低
額
と
な
っ
て
い
る
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ

ス
タ
ー
に
よ
る
施
肥
作
業
に
つ
い
て
は
、
基
準
を
「
１
回

散
布
」
と
し
、
標
準
額
を
「
１
、
０
３
０
円
」
と
改
定
す

べ
き
で
あ
り
、
フ
レ
ー
ル
モ
ア
に
よ
る
草
刈
作
業
は
原
案

ど
お
り
「
10

㌃
１
回
４
、
４
５
０
円
」
で
妥
当
と
考
え
る

と
の
意
見
集
約
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
月
13

日
に
開
催
し
た
第
10

回
農
政
専
門
委

員
会
で
の
修
正
を
経
て
、
２
月
27

日
の
第
30

回
農
業
委
員

会
総
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆施肥（ブロードキャスター）の
　作業料金を
　「１回１種類散布510円」から
　「１回散布1,030円」と改定する。

◆草刈作業（フレールモア）10a
１回　4,450円を新設する。

農地利用の最適化とは以下の3つの活動を通して農地等の利用の効率化、高度化を進めることです。　

　◆担い手への農地利用の集積・集約化　◆遊休農地の発生防止・解消　◆新規参入の促進

30年度の変更項目

　農業委員会等に関する法律の改正（平成28年４月１日施行）により、一関市では、

平成30年９月20日から新たな農業委員会体制に移行します。これにより、以下のと

おり農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します。

人
力
は
据
置
き
・
機
械
は

「
施
肥
作
業
」
を
改
定

一関市農業委員会だより いわいの大地3

2月1日に開催された農作業標準賃金審議会

平
成
30
年
度
農
作
業
標
準
賃
金
決
定

農業委員 農地利用最適化推進委員

主な業務

●法令に基づく毎月の総会審査（現地調査を含む）

●最適化推進の指針の作成、市長等への意見書の提出

●農地中間管理機構との連携

●農業振興業務（農業者年金、全国農業新聞の普及）

●農地パトロールと非農地判定

●農地利用最適化業務のための活動

●担当地域の審査案件の現地調査

●最適化推進の指針の作成に対して意見を述べる

●農地中間管理機構との連携

●農業振興業務（農業者年金、全国農業新聞の普及）

●農地パトロールの中心的な役割を担う

●農地利用最適化業務のための現場活動

募集人数 24 人

36 人（担当区域と人数は、下記のとおり）

一関  ８　 花泉  ７　 大東  ５　 千厩  ４

東山  ３　 室根  ３　 川崎  ２　 藤沢  ４

任　　期 平成 30 年９月 20 日から３年間

報　　酬

月額　32,100 円 月額　27,400 円

●農業委員会の活動による農地集積の実績に応じて、国の交付金の範囲内において市長が定める基準により算定した額を

　別に支給します。

身　　分 非常勤特別職

募集期間 平成 30 年５月１日から５月 31日

推薦及び

応募資格

農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関

する事項その他農業委員会の所掌に属する事項に関しその職

務を適切に行うことができる方

農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見を有する方

次のいずれかに該当する方は、推薦及び応募できません。

１．破産手続き開始の決定を受けて復権を得ない方

２．禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの方

３．暴力団若しくは暴力団員又はこれらと密接な関係を有する方

推薦及び

応募方法

●個人推薦、団体推薦又は応募による。

個人推薦：10 アール以上の農地を耕作している又は養畜の事業に供している農業者３人以上の推薦

団体推薦：農業者が組織する団体その他の関係団体の推薦　

●推薦申込書、応募申込書に必要事項を記入の上、５月 31日（木）までに持参又は郵送にて提出してください。

持参の場合の窓口：農業委員会事務局又は各支所産業経済課（土曜日、日曜日、祝日を除く８：30 〜17：15）

郵送の場合の送付先：〒 021-8501　一関市竹山町７番２号　一関市農業委員会事務局（５月 31日必着）

※申込書は、農業委員会事務局、各支所産業経済課に用意しています。また、市ホームページにも掲載しています。

選任及び

委嘱方法

選考委員会による候補者の選考を踏まえて、市長が市議会の

同意を得て任命します。

選考委員会による候補者の選考を踏まえて、農業委員会が

総会の決定を得て委嘱します。

農業委員・農地利用最適化推進委員を
募集します!!



　

東
山
町
田
河
津
の
小
野
松
男
さ

ん
（
74
）
は
平
成
13
年
に
長
男
の

敦
志
さ
ん
に
農
業
経
営
を
移
譲
し

て
経
営
移
譲
年
金
を
受
給
し
始
め

ま
し
た
。
現
在
は
、
敦
志
さ
ん
が

経
営
者
と
な
り
自
家
消
費
分
と
し

て
水
稲
20
㌃
、
販
売
用
と
し
て

き
ゅ
う
り
５
㌃
、
ト
マ
ト
２
㌃
を

経
営
し
て
い
ま
す
。

　

松
男
さ
ん
が
20
代
の
頃
に
農
業

者
年
金
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
将
来
の
年
金
に
関
心
が
な
く
、

国
民
年
金
だ
け
で
十
分
だ
と
思
っ

た
た
め
、
加
入
に
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
40
歳
に
な
る
直

前
に
旧
東
山
町
の
職
員
か
ら
年
金

受
給
の
た
め
に
は
保
険
料
の
納
付

期
間
が
20
年
以
上
必
要
な
こ
と
の

説
明
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
将
来
の
年
金
に
つ
い
て
真
剣
に

考
え
、
加
入
を
決
断
し
た
そ
う
で

す
。

　

「
家
の
ロ
ー
ン
が
あ
る
の
で
、

も
し
国
民
年
金
だ
け
の
受
給
だ
っ

た
ら
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
お
か
げ
で
安
定
し

た
生
活
が
送
れ
ま
す
し
、
た
ま
に

帰
っ
て
来
る
孫
に
、
お
小
遣
い
を

あ
げ
た
り
も
で
き
ま
す
。
孫
は
、

お
小
遣
い
を
あ
げ
る
と
と
て
も
喜

ん
で
く
れ
ま
す
よ
。
」
と
話
す
松

男
さ
ん
の
表
情
に
は
笑
み
が
こ
ぼ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

農
業
者
年
金
で
安
定
し
た
生
活

を
送
る
松
男
さ
ん
一
家
は
、
こ
れ

か
ら
も
家
族
円
満
に
生
活
し
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
で
農
家
か
ら
年
貢
米
の

取
立
て
の
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
今
、
百
姓
一
揆
を
勉
強

中
で
す
。
冷
害
の
上
に
病
害
虫
が
発
生
す
る
と
大
凶
作
で
、
年

貢
は
五
穀
全
部
に
か
け
ら
れ
、
地
域
に
よ
っ
て
は
山
菜
に
も
税

を
か
け
た
よ
う
で
す
。

　

昭
和
20

年
10

月
、
東
京
上
野
駅
で
は
１
日
平
均
2.5

人
、
大
阪

で
も
当
時
毎
月
60

人
以
上
の
栄
養
失
調
に
よ
る
死
亡
者
を
出
し

た
、
と
あ
り
ま
す
。

　

戦
後
の
食
糧
難
で
全
国
民
が
24

時
間
腹
を
空
か
せ
て
い
る

時
、
一
関
地
方
に
は
昭
和
22

年
ア
イ
オ
ン
台
風
、
23

年
に
カ
ス

リ
ン
台
風
と
２
年
続
け
て
襲
来
し
、
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
先
人
た
ち
の
苦
労
は
、
私
た
ち
の
考
え
も
及
ば
な
い

ぐ
ら
い
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
45

年
ご
ろ
か
ら
、
殺
菌
剤
や
殺
虫
剤
が
開
発
さ
れ
、
そ

れ
に
合
わ
せ
た
よ
う
に
米
の
生
産
量
が
伸
び
、
よ
う
や
く
日
本

で
も
食
糧
が
余
る
と
い
う
時
代
が
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
45

年
、
生
産
を
調
整
す
る
た
め
減
反
政
策
が
始

ま
り
、
そ
れ
か
ら
40

年
あ
ま
り
。
平
成
30

年
で
減
反
政
策
は
終

了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
代
の
皆
さ
ん
は
、
お
医
者
様
に
行
き
健
康
を
害
す
る
く
ら

い
薬
を
飲
み
、
年
金
、
農
業
者
年
金
も
あ
り
、
糖
尿
病
、
通
風

に
な
る
ぐ
ら
い
旨
い
も
の
を
食
べ
、
昔
の
殿
様
以
上
の
生
活
が

で
き
る
幸
せ
。
そ
れ
で
も
、
何
か
足
り
な
い
？

農
業
委
員　

菅　

原　

豊　

一

「
い
わ
い
の
大
地
」
編
集
委
員
会

編
集
委
員
長
　
　
　
伊
藤
　
　
勉

副
編
集
委
員
長
　
　
佐
藤
　
　
修

編
集
委
員

　
芳
賀
　
武
郎
　
　
遠
藤
　
勝
幸

　
菅
原
　
豊
一
　
　
皆
川
　
清
喜

　
藤
野
　
眞
喜
　
　
佐
藤
　
圭
一

全国農業新聞の購読を！
農業委員会組織が協力して作成している新聞で、
毎週金曜日発行しています。
　●お申込みは、
　　農業委員会または各支所産業経済課まで

購読料

月額 ７００円

編

集

後

記

一関市農業委員会だより いわいの大地4

農業者年金で明るい将来計画!

農業者年金のお問い合わせは

農業委員会またはお近くの

JA窓口へ

電話 21-8692
（一関市農業委員会） 【東山地域】小野　松男 さん

農業者年金で

安定した生活を

農業委員会では、一関市のホームページで委員会

に関する情報を提供しています。毎月の総会日程

や議事録、農作業標準賃金、届出や手続きの案内

などを掲載していますのでご覧下さい。

　http://www.city.ichinoseki.iwate.jp/

一関市のトップページから「産業振興」タブをク

リックし、農業委員会ページへお進みください。


